
財政の健全化

留萌市財政健全化計画の概要

　

こ
の
度
策
定
し
た
新
た
な
財
政
健

全
化
計
画
は
、「
財
政
再
生
団
体
へ

の
転
落
の
回
避
」
と
「
信
頼
に
応
え

ら
れ
る
病
院
の
再
生
」
に
よ
っ
て
、

『
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
全

な
ま
ち
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
』
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
大
き
な
負
担
と

サ
ー
ビ
ス
の
削
減
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
の
も
と
、
こ
の
計
画
を
着
実
に
実

行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

懇
談
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、

温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る
も
」
休
止
の
反

対
署
名
な
ど
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
多
く
の
ご
意

見
、
ご
要
望
を
重
く
受
け
止
め
、 

留

萌
の
再
生
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。

　

「
第
５
次
総
合
計
画
」
で
は
、「
誇

り
と
満
足
を
目
指
す　

み
な
と
ま
ち

留
萌
」
と
銘
打
ち
、
留
萌
市
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い
ま
す
が
、
こ

の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
全
て

の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
総
合
計
画

の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
雇
用
、
経

済
、
家
庭
、
子
育
て
、
教
育
、
健
康
、

医
療
な
ど
の
様
々
な
種
を
一
つ
一
つ

丁
寧
に
ま
い
て
い
き
、
心
を
込
め
て

芽
を
育
て
、
実
を
結
ば
せ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
期
間
が
終
了
す
る
７
年
後
に

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
留
萌
市
に
戻

る
の
で
は
な
く
、
人
口
や
年
齢
構
成
、

社
会
情
勢
な
ど
か
ら
真
に
必
要
な
施

設
と
サ
ー
ビ
ス
、
そ
れ
に
応
じ
た
負

担
な
ど
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
行
財
政

運
営
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
い
き
、
将
来
に
渡
り

持
続
可
能
な 
根
を
し
っ
か
り
と
張

り
、
力
強
く
、
健
康
で
笑
顔
の
絶
え

な
い
ま
ち
を
留
萌
市
全
体
の
力
で
築

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

財政危機と留萌の再生に向けて

留萌市長

高 橋 定 敏

７年後に実を結びたい暮らしのビジョン

煙健康診断や予防の普及・促進と健康で笑顔の絶えない暮らし

煙余暇やコミュニティ活動の活発化による潤い、思いやり、ふれあいのある暮らし

煙自然や芸術文化・スポーツ体験で生まれるたくましさや感性、創造力、自立心を高める教育

煙留萌の魅力の掘り起こしや雇用創出などの地域産業・経済の成長と循環

４

留
萌
市
の
新
た
な　
　

財
政
健
全
化
計
画

　

一
般
会
計
や
病
院
事
業
会
計
な

ど
を
あ
わ
せ
た
全
会
計
で
財
政
状

況
を
判
断
す
る
４
指
標（
健
全
化

判
断
比
率
）が
定
め
ら
れ
、一
定
の

基
準
を
超
え
る
と「
早
期
健
全
化

団
体
」あ
る
い
は
財
政
破
綻
で
あ

る「
財
政
再
生
団
体
」に
指
定
さ
れ
、

自
主
的
ま
た
は
国
の
厳
し
い
管
理

監
督
の
も
と
健
全
化
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

留
萌
市
は
Ｈ　

決
算
で
連
結
実

１９

質
赤
字
が　

億
円
と
な
り
、
連
結

２９

実
質
赤
字
比
率
が　

・　

％
と
本

３６

６１

来
の
再
生
基
準
（
Ｈ　

ま
で
経
過

２３

措
置
）
を
超
え
て
い
る
極
め
て
危

機
的
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
最
大
の
要
因
で
あ
る
市
立

病
院
の
赤
字
を
解
消
し
な
け
れ
ば
、

財
政
再
生
団
体
へ
の
転
落
は
確
実

と
な
り
、
新
た
な
赤
字
を
止
め
る

た
め
、
病
院
の
廃
止
と
い
う
最
悪

の
事
態
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
は
、
市
民
の
安

心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
は
地

域
医
療
の
確
保
が
最
優
先
と
再
認

識
し
、
市
立
病
院
へ
の
支
援
策
を

盛
り
込
ん
だ
「
財
政
健
全
化
計
画
」

を
策
定
し
、
同
じ
く
市
立
病
院
で

も
、
公
立
病
院
と
し
て
市
民
の
生

命
と
健
康
を
守
り
続
け
、
持
続
可

能
な
経
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め

「
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」を
策
定

し
、
着
実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
Ｈ　

年
度
末
に
は

２０

　

億
円
ま
で
膨
ら
ん
で
し
ま
う
見

３５込
み
の
市
立
病
院
の
赤
字
を
、
病

院
単
独
で
解
消
す
る
の
は
極
め
て

困
難
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
立
病
院
が
発
行

す
る
公
立
病
院
特
例
債
の
償
還
財

源
と
、
残
る
赤
字
分
を
一
般
会
計

か
ら
全
額
支
援
し
、
計
画
期
間
の

終
了
す
る
７
年
後
に
は
、
連
結
実

質
赤
字
を
解
消
し
ま
す
。

　

こ
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、

職
員
給
与
の
大
幅
な
削
減
や
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の　
　

重
点
項
目

　

こ
の
「
新
・
留
萌
市
財
政
健
全

化
計
画
」
は
、
市
民
生
活
に
と
っ

て
大
変
厳
し
い
内
容
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
取
り
組
み
を
留
萌
市
全

体
で
乗
り
超
え
な
く
て
は
、
留
萌

市
の
将
来
は
な
い
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
計
画
期
間

中
は
重
点
項
目
に
的
を
絞
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
地
域
医
療
を
守
り

な
が
ら
、
将
来
子
ど
も
た
ち
が
ふ

る
さ
と
と
し
て
誇
り
が
持
て
る
笑

顔
の
絶
え
な
い
健
全
な
ま
ち
を
取

り
戻
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

５



職
員
給
与
削
減
と　
　

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し

　

病
院
が
抱
え
る　

億
円
も
の
赤

３５

字
を
解
消
し
、「
財
政
再
生
団
体
」

を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で

以
上
の
抜
本
的
な
行
財
政
改
革
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
病
院
へ
支
援

す
る
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、　

４６

項
目
の
改
革
内
容
掲
げ
、
７
年
間

で
職
員
給
与
等
の
大
幅
な
削
減

（
約　

億
円
）、
市
民
負
担
・
サ
ー

２２

ビ
ス
の
見
直
し
（
約　

億
円
）
を

１５

着
実
に
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

職
員
給
与
等
に
つ
い
て
は
、
市

長
な
ど
の
特
別
職
給
料　

％
削
減
、

３０

一
般
職
給
料　

％
削
減
と
市
議
会

２０

に
お
い
て
も
議
員
報
酬　

％
削
減

１５

や
政
務
調
査
費
交
付
金
の
休
止
な

ど
大
幅
な
削
減
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
負
担
・
サ
ー
ビ
ス
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
や

軽
自
動
車
税
の
税
率
引
き
上
げ
な

ど
の
負
担
の
増
加
と
、
ぷ
る
も
や

高
齢
者
入
浴
助
成
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
の
休
廃
止
や
縮
減
、
地
域
公
園

の
管
理
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
運
営
な
ど
、
み
な
さ
ん
の

大
き
な
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

留
萌
の
再
生
に
向
け
、
み
な
さ

ん
と
共
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

組織・人件費の見直し／２２億４千万円

①職員給与の削減を拡大

　特別職給料３０％削減など／一般職給料２０％削減など

②職員数の削減

　２１２人（Ｈ２０．４．１）→　１７９人（Ｈ２７．４．１）

③議員報酬の削減を拡大

　議員報酬１５％削減、政務調査費交付金の休止など

除排雪体制の見直し／３億３千万円

①ロードヒーティングの全面停止（２路線）

　北５条通り（公民館前）、留萌通り（郵便局横）

②効率的な除排雪体制（除排雪車輌１台減）

補助金の見直し／１億３千万円

①補助金等見直しガイドラインによる検証

及びイベント補助の廃止

各種施設の見直し／２億４千万円

①休止施設

　温水プールぷるも／望洋の森／
　海のふるさと館（指定管理による開館検討）

②縮小・経費節減

　文化センター冬季休館、公民館・体育施設の統合運営

③指定管理者制度導入（図書館）

①固定資産税　標準税率１．４％⇒１．５％に引き上げ

②軽自動車税　標準税率⇒１．５倍に引き上げ

市税の税率引き上げ／５億５千万円

その他の見直し／１億５千万円

①小中学校のスキー授業の見直し
②高齢者入浴助成の廃止など
③小・中学校の適正配置と児童館運営方法・

適正配置検討

地域力での運営／１億１千万円

①地域公園の住民管理

②指定管理料の圧縮等

　こさえ～る／全コミセン／
　東部・幌糠地区公民館のコミセン化

①受益者負担の見直しや収納強化及び遊休地売却、広

告料やふるさと納税など多様な方法による収入確保

収納対策・収入確保／１千万円

６

財政健全化計画に関するお問い合わせ

留萌市行財政改革推進本部事務局（財務課）

緯４２・１８１３／胃４３・８７７８
※新・留萌市財政健全化計画は、留萌市ホームペー
ジ、または、留萌市役所市政情報コーナーなどで見
ることができます。

判断基準
H１９決算健全化判断比率

財政再生早期健全化

２０．００％１３．７８％－①実質赤字比率
　（普通会計の赤字）

３０．００％１８．７８％３６．６１％②連結実質赤字比率
　（全会計の赤字）

３５．０％２５．０％１２．４％③実質公債費比率
　（借金返済等の比率）

３５０．０％２５９．９％④将来負担比率
　（実質的負債の比率）

①は、黒字のため該当なし。
②は、財政再生基準を超えているものの、基準には３年間の経過措置が設けられ

ており、Ｈ２０～２１は４０％、Ｈ２２は３５％、Ｈ２３から３０％となる。
③は、借金の償還金やそれに準じる償還金の比率。

７

（単位：億円，％）

Ｈ２７Ｈ２６Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３Ｈ２２Ｈ２１Ｈ２０Ｈ１９

２．４△１．８△３．４△６．３△９．３△１１．１△１４．９△１９．７△２８．９連結収支

３．０△０．８△３．０△５．９△８．５△１０．４△１２．８△１５．５△２７．５病 院

△２．９△３．２△３．５△３．８△３．９△４．１△４．３△４．２△３．７国 保

△０．１△ ０．８△２．５△３．６下水道

２．３２．２３．１３．４３．１３．５３．０２．５３．４水 道

２．５その他

０．００２．４３４．６０８．３９１２．１２１４．０３１８．６６２４．４７３６．６１連結比率

　各特別会計・企業会計は、一般会計と同様

に職員給与及び職員数の削減を行い、経営

の健全化に取り組みます。なかでも、「国民

健康保険事業」「下水道事業」については、赤

字運営の脱却を目指し、より一層の経営の

健全化に取り組みます。

特別会計・企業会計の健全化について

①救急・小児・周産期医療の収支不足分を全額繰り出し

②公立病院特例債約18億円の元利償還金を全額繰り出し

③平成20年度末までの公立病院特例債を除く赤字を全額繰り出し

④看護師確保対策の財源を繰り出し

⑤病院建設にかかる借金の利息を全額繰り出し

市立病院

への支援

※全取り組み項目の内容を３月号でお知らせします。
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財政の健全化

留萌市立病院改革プ ラ ン の概要

　

全
国
的
に
、
地
方
に
お
い
て
は

医
師
不
足
、
看
護
師
不
足
に
よ
る

病
院
の
規
模
縮
小
や
廃
止
が
続
き
、

持
続
的
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保

が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

都
市
部
で
は
、
救
急
患
者
の
受
け

入
れ
拒
否
な
ど
国
民
の
命
に
直
接

か
か
わ
る
重
要
な
問
題
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
地
域
セ
ン

タ
ー
病
院
で
あ
る
市
立
病
院
に
お

い
て
も
同
時
に
進
行
し
て
お
り
、

医
師
不
足
に
よ
る
診
療
科
の
縮
小

に
伴
う
外
来
患
者
、
入
院
患
者
の

減
少
、
さ
ら
に
診
療
報
酬
の
4
回

連
続
マ
イ
ナ
ス
改
定
な
ど
に
よ
り

経
営
が
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、

加
え
て
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し

て
の
役
割
で
あ
る
救
急
、
小
児
科
、

周
産
期
医
療
の
提
供
体
制
の
維
持

が
難
し
く
な
る
な
ど
病
院
運
営
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨
年

か
ら
市
民
代
表
な
ど
に
よ
る
留
萌

市
立
病
院
経
営
改
革
推
進
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
留
萌
市
立
病
院
の

経
営
改
善
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね

「
留
萌
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

「
経
営
戦
略
に
基
づ
い
た
経
営
の

効
率
化
」「
具
体
的
な
事
業
項
目
や

数
値
目
標
の
設
定
」「
地
域
セ
ン

タ
ー
病
院
と
し
て
担
う
べ
き
機
能

の
検
討
」「
経
営
責
任
の
明
確
化
」

「
企
業
感
覚
に
よ
る
病
院
経
営
の

推
進
」「
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部

適
用
の
堅
持
」「
不
良
債
務
解
消
後

の
収
支
均
衡
」
な
ど
、
全
力
を
尽
く

し
て
留
萌
市
立
病
院
の
経
営
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
平
成　

年
度

２０

（
主
な
内
容
は
平
成　

年
度
）
か

２１

ら
平
成　

年
度
ま
で
の
８
年
間
の
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長
期
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

プ
ラ
ン
を
着
実
に
実
施
し
、
病
院

の
単
年
度
収
支
の
均
衡
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し

て
の
機
能
を
保
ち
、
市
民
の
生
命

と
健
康
を
守
り
続
け
て
い
く
覚
悟

で
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
プ
ラ
ン
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
毎
年
度
の
達
成
度
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
市
民
の
皆
様
に
公

表
し
て
い
き
ま
す
。

　

医
師
確
保
や
看
護
師
確
保
な
ど

地
域
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

依
然
と
し
て
き
び
し
い
状
況
で
す

が
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
市

立
病
院
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
一
部
休
止
や
削
減
、

負
担
増
な
ど
多
大
な
る
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
、
心
よ

り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
政
懇
談
会
で
の
市
立
病
院
に

対
す
る
意
見
等
を
職
員
一
人
一
人

が
し
っ
か
り
胸
に
刻
み
、
市
民
の

信
頼
に
応
え
ら
れ
る
市
立
病
院
の

再
生
へ
と
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い

と
決
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

経営危機と病院再生に向けて

留萌市病院事業管理者

笹 川　 裕
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病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
概
要

　

留
萌
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に

は
、「
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
」
と
し

て
地
域
の
医
療
を
守
り
抜
く
た
め
、

将
来
に
向
け
た
病
院
と
し
て
の
役

割
を
明
確
に
し
、
経
営
改
善
に
向

け
て
の
数
値
目
標
を
設
定
し
、
そ

の
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む

べ
き
具
体
的
な
実
施
項
目
を
掲
げ

て
お
り
ま
す
。

市
立
病
院
の
役
割

猿

公
立
病
院
と
し
て

　

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て
の

専
門
性
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る

／　

時
間
体
制
の
救
急
医
療
を
提

２４
供
す
る
／
安
心
し
て
産
み
育
て
る

体
制
を
守
る

猿

特
色
あ
る
病
院
と
し
て

　

消
化
器
病
セ
ン
タ
ー
を
確
立
し

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
／
人
工
透

析
治
療
体
制
を
安
定
的
に
維
持
す

る
／
在
宅
診
療
所
を
予
防
医
療
や

健
康
管
理
拠
点
施
設
と
す
る

猿

公
立
病
院
の
附
帯
機
能
と
し
て

　

災
害
時
に
お
け
る
適
時
適
切
な

医
療
体
制
を
確
立
す
る
／
予
防
医

療
拠
点
と
し
て
、
検
診
の
積
極
的

な
実
施
に
よ
り
病
気
の
早
期
発
見

か
ら
治
療
ま
で
の
一
貫
し
た
健
康

管
理
を
行
う

不良債務はどのように解消するのか
（公立病院特例債）

　留萌市立病院の不良債務は平成２０年度末で約３５億

円に達します。このうち、医師不足等による発生し

た約１８億円を「特例債」に借り換えます。

　特例債の発行分は不良債務額に含まれないため、

連結決算額から除かれ財政再生団体入りを回避する

ことができると同時に、特例債利息の一部を国が補

てんすることも好材料として受け止めています。

　平成２０年度までに発生した不良債務３５億円（特例

債分を含む）の返済については、一般会計（市）から

毎年度５億円の支援を受け、７年間で解消するもの

です。また、市立病院は単年度収支の均衡を図り、

新たな不良債務を発生させないため、市立病院改革

プランを策定しました。

留萌市立病院改革プランに関する
お問い合わせはこちらまで

留萌市立病院
事務部総務課経営改革室

緯４９・１０１１／胃４３・０３３７

７年後の市立病院のビジョン

煙市民の生命と健康を守るため、公平かつ良質な医療を

安定的に提供する

煙地域センター病院として、地域の医療水準の向上に貢献

する

煙地域の他の医療機関では対応が困難な政策医療（救急、

小児、周産期）を中心とした急性期医療を提供する

目標達成に向けた取り組み

経営改善の推進
焔市外流出の防止などにより、患者数の増加を図る。

焔未収金対策に取り組み、収入確保を図る。

焔人件費の削減、材料費の抑制や民間委託の推進に

よる費用の抑制に努める。

焔部門別原価計算システムの構築により、経営強化を図る。

焔医療システムの活用により診療時間の短縮や患者

情報の共有化を図る。

柔軟で意欲の高い組織づくり

焔研修医の育成ややりがいのある職場づくりへ向け

ての研修の充実を図り、医師、スタッフを確保する。

焔経営方針を明確化し、職員一体となって機能的・効

率的な病院運営体制を確立する。

焔医療環境の変化に対する企画・調整機能を強化し、

組織・要員体制の充実を図る。

焔職場目標の設定や職員提案制度の導入により、職

員の意識改革と資質の向上を図る。

患者中心の医療の推進

焔地域の他の医療機関との連携強化により、医療資

源を効果的・効率的に運用する。

焔患者が満足する医療を提供するため、患者が十分

理解、納得した治療を行う。

焔医療安全管理体制の組織強化を図る。

焔待ち時間の短縮や、癒し空間の創出に努める。

焔接遇研修の強化や患者満足度調査を行い、職員の

資質と患者サービスの向上を図る。

焔積極的な広報活動を行い、市民と協働の病院改革

を行う。

９


